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東日本大震災では、ツィッターや携帯電話をはじめとする通信技術が情報伝達手段として大きな役割東日本大震災では、ツィッターや携帯電話をはじめとする通信技術が情報伝達手段として大きな役割

を果たした。海外では、緊急地震速報や自動列車制御装置などの技術が働いたおかげで多くの人命がを果たした。海外では、緊急地震速報や自動列車制御装置などの技術が働いたおかげで多くの人命が

救われた、と日本の救われた、と日本のICTICTをうまく活用した災害対策が高く評価されている。一方、アメリカでも、災害対策にをうまく活用した災害対策が高く評価されている。一方、アメリカでも、災害対策に

新技術を生かすための様々な政策が進められてきた。そこで、東日本大震災の日本の経験と比較考察し新技術を生かすための様々な政策が進められてきた。そこで、東日本大震災の日本の経験と比較考察し

ながら、地震やハリケーンなどの自然災害に際し、緊急対応としてながら、地震やハリケーンなどの自然災害に際し、緊急対応としてICTICT技術がどのような役割をこれから技術がどのような役割をこれから

果たすことができるのか、という点を参加者とともに考えてみたい。果たすことができるのか、という点を参加者とともに考えてみたい。

ツイッターと携帯電話からツイッターと携帯電話から
災害通信の未来を考える災害通信の未来を考える

――日米比較の観点より日米比較の観点より――
Understanding Disaster Communications in the Age of            Understanding Disaster Communications in the Age of            

Twitter and Social Media:  A USTwitter and Social Media:  A US--Japan ComparativeJapan Comparative
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